






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　鍾 陵 太 守 王 公 韶 請 居 龍 泉。 不 逾 年、 以 病 求 去。（Z2乙.10.3,270c；
SZ79,541c）
‒ 236 ‒
　まず池田将則先生が私の論文『佛印了元禅師門人略考』を全編にわたっ
て読んでいただき、またコメントいただいたことに感謝したいと思います。
これらの建設的な意見を用いて論文を修正したいと思います。
　説明しなければならないことは、この論文は私の『雲門宗研究』という
著作の一部分、すなわちこの著作の中の一節であるということです。この
著作は近く完成し、明年（2018年）に正式に出版する予定です。
一、論文の構造についての問題
　コメンテーターは論文の構造に重大な問題があると考えています。これ
は拙稿が章や節を用いていないという点であり、さらに私の論文の詳細な
構造を列挙しています。こうした文章作法は、北京師範大学の学位論文の
書き方の一つであります。このような書き方は明確に見えますが、その実、
途切れ途切れな印象を与えます。
　私はこうした西洋式の論文の書き方は好きではなく、これまでずっと中
国の伝統的で比較的慣れ親しんだ書き方を用いてきました。すなわち一章、
二章、三章と分けず、一気呵成で、混然一体とした書き方です。
　本稿の構造は非常に単純です。つまり、了元の門人を個別に論じたもの
であり、基本的に『建中靖国続灯録』の順番によって、個別に新たに発見
された人物と資料について単独で補足的に論じたものです。
　仏印了元の重要性はいうまでもありませんし、その門人も当然重要で、
根本的に特別な説明を必要としません。
　本文はその名の示す通り、主に了元門人を探究したものです。了元の生
池田将則氏のコメントに対する回答
徐　　文　明
（中国　北京師範大学）
‒ 237 ‒
涯については、ただ導入として簡単に記したに過ぎませんが、詳しく述べ
るまでもありません。具体的な内容については、近く出版する著作（『雲
門宗の研究』）の、了元本人についての箇所をご参照いただければ幸いです。
了元の門人については、灯録の伝統に基づき、ただその出家の弟子を列挙
しただけです。周敦頤、蘇軾、蘇轍などは了元と交流がありますが、彼の
専門的な在家の弟子であると数えることはできません。了元の八人の機縁
語句の見えない門人については、ただ思文を挙げただけです。その他の人
は資料を発見していないので、論じることができません。
二、論述の態度の問題
仏印了元の生涯について
　この部分は主に導入として、展開することもなく、全面的ではありませ
んので、詳細な内容は今後刊行予定の私の著作（『雲門宗の研究』）の了元
の生涯の部分をご参照ください。
　開先善暹の没年の問題については、私は専門的に研究したことがありま
す。善暹の部分をご参照ください。円通居訥が最初に白雲守瑞を推薦して、
嘉祐元年に承天［禅院］に住持したこと、また嘉祐四年に円通［禅院］を
守端に譲り、了元に彼を継がせて承天［禅院］に住持するよう推薦したこ
とに関しては、私（徐文明）の論文、「白雲守端禅師の生涯」（『佛学研究』
2016年）、「円通居訥の生没年について」（2015の黄梅会議論文）、「保寧仁
勇禅師の生涯」（『禅文化』第一辑，中州古籍出版社2011、 4 ）などをご
参照いただきたい。
　守端が最初に承天［禅院］に住したのは、嘉祐元年三十二歳の時であり、
二十八歳ではありません。『雲臥紀譚』巻一に記載される「愚嘉祐丙申孟夏，
自円通応命，來継茲席（私は嘉祐丙申［へいしん］の孟夏に、円通から命
を受け、この席を受け継いだ）」（『卍新纂続蔵経』86册、663页下）という
彼の言葉をご参照ください。
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　これらの分野について、私の記述に間違いはありませんし、これらはす
べて禅宗史の常識に属しており、特別な説明の必要はありません。説明が
必要なことは、恵洪が仏教史家として極めて厳格ではないために、記録す
る内容に誤りが多く、その上、意図的にねつ造した嫌いがあるため、鵜呑
みにできないということです。コメンテーターは筆者の私に誤りがあると
考えておられますが、実際には恵洪に騙されているのです。
2 ．浄悟禅師
　はじめにコメンテーターが注意深く拙稿を読んでいたいだことに感謝い
たします。論文には多くの文字の誤りがありました。修正の時に詳細に訂
正したいと思います。
　武泉山政禅師について。「惟政」に作ったのは、『禅灯世譜』巻三の説を
採用しました。その法嗣、慶善宗震（986-1072）の生没年については、実
に疑問があります。この通りあるならば、彼の祖師である慈明と同年に生
れたことになるからです。早すぎるように思われます。筆者は慶善寺の関
連する歴代の住持の期間について継続的に検討し、詳細なリストを作成し
たいと思いますが、この作業は恐らく非常に困難でしょう。関連する段階
で住持を務めた人物は多いので、浄悟が住持した期間は長くないだろうと
いう結論には、恐らく大きな誤りはないでしょう。
　出典について詳細さが足りないという問題については、筆者の意見は一
般的に禅宗史の常識に基づいており、いずれも特別な説明を必要としませ
んし、紙幅を無駄に費やすことを避けています。また読者に対して敬意を
表するためでもあります。コメンテーターが示された九州大学大学院法学
研究院の学術論文の規則は非常に意義がありますが、けっして普遍的な基
準ではありません。筆者が学術界の関連する成果を提出していないのは、
これまで了元門下について専門的に論じた論文や著作を発見していないか
らです。また、禅宗は単刀直入を主張し、拖泥带水に反対します。有話（言
葉があれば）長くなり、無話（言葉がなければ）短くなります。文章毎に
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すべて序論と結論がある必要はありませんし、新しい八股文の傾向が現れ
ることを防ぐことができます。
三、論文の学術的貢献と新しい発見
　本稿では了元門人について一網打尽的に理解すること、特に、大智希覚、
希一禅師などのように、灯録にない門人を捜してまとめることに力を尽く
しました。最近、本稿を修正する過程において、また新しい発見がありま
した。その発見とは、了元門下には、さらに以下に挙げる人物がいたとい
うことです。
1 ，自順、号は順菩薩です。『陝西洋州志』と『輿地紀勝』に見えます。
2 ，雲岩清禅師、「大慧普覚禅師普説」巻二に見えます。
3 ，正己禅師については、張商英の『仰山廟記』を見てください。
　ご専門の先生方々に、より多くの指導と助けをいただけることを期待い
たします。
（翻訳担当：松森秀幸）
